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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract
　The　 nursing 　directors，　 who 　were 　both　 victims 　 and 　helpers，　 and 　have　lived　through　all　the　 events 　 of　the　Greaし
Hanshin−Awaji　 earthquake 　 until 　 now ，　 were 　 surveyed ．　 They　 were 　 asked 　 specifically 　 what 　 changes 　they 　 would 　 make

to　 achieve 　 the　 best　 emergellcy 　 nursing 　 care 　in　 a　 similar 　further　 catastrophe ．　 Through 　 conducting 　this　 survey 、1D

important　 issues　 that　the　 nursing 　 directors　 were 　confronted 　 wi 七h　 many 　difficulしies　 were 　extracted ．　 And 　we 　became
aware 　 of　the　 actual 　 conditions 　they 　had　 lived　 through ．　 their　difficulties　 and 　long−term 　hardships．　 Especially，　 two

important　 factors　 arising 　 out 　 of　 the　 earthquake 　 were 　 considered ．　 First，　 to　 realize 　that　the　 caring 　 sむaffs 　 are

しhemselves　 victims ．　 Second，　 as　 nursing 　director，　 to　learn　how 　to　behave　ideally　in　 such 　a 　situation ．
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は じめに

　1995年 1月17日の 阪神 ・ 淡路大震災 は，未曾有 の 中

心的災害 で あ っ た 。 被災地 内の 看護職は，支援体制が

確立す る まで の期間， 時に は業務命令に よ り ， 震災直

後 か らの 職務 を遂行 した。こ う した大規模災害 の 場合，

被災者 の 救助に あた る人 もま た，救出 ・復旧 な どの 役

割に従事し ， 死 ・破壊 ・喪失 ・立ち退きの 事態に直面

す る こ と に よ っ て ，心傷性 ス ト レ ス を受ける。こ れ は ，

Kliman に よ り1971年に初めて指摘さ れ た
1〕

。 そ れ に

よ れ ば ， 災害の 現場 に い る と い う こ と で ，救助者 は破

壊 さ れ た 街 や 多 くの 死傷者 を目撃す る とい う被災体験

を共有す る 。 しか しな が ら，救助者の ス トレ ス 体験は

認 識 さ れ な い ま ま の こ と が 多 く，「隠 れ た 被災者」 と

な る。ア メ リカ で は こ の よ うな現象が 1970年代 よ り多

く見られ始め，多数の ベ トナ ム 帰還兵に 「戦争神経症

状」 が 表れ た 。こ う した こ とか ら、DSM 』 で 「外傷

後 ス トレ ス 障害」 と い う診断基準 （1980）が新た に 確

立 さ れ た
2）

。 そ う した 症 状 に 対 して は，1980年代 よ り

デ ブ リ
ー

フ ィ ン グがお こ なわれは じめ，救援者 の ケ ァ

を実践し， 今で はJeffrey，　T．　M （1983）に よ りCritical

Incident　Stress　Debriefing3 〕 と して 確立 さ れっ っ あ

る。

　日本に お い て も， 同様に 救援活動を職務と して 遂行

し た救急隊員 や 消防士 を 対象 と した 研究 が，岩井 ら

（1996）4）
に よ り継続的に行われて い る 。 そ れに よ れば，

被災地内外 の 2群，さ らに 被災地内群 を救援の 派遣時

期 で 早期派遣群，後期派遣群，待機群 と い う 3群 に 分

類し，出来事イ ン パ ク ト尺度 （Impact　of 　Event　Scale

以 下 IES） を 活用 して 心身 の 状態 を 経時的 に 測定 して

い る。IESは，災害 や 犯罪など心傷的事件 に遭遇 した

後の 精神症状を ス ク リーニ ン グするた め に広 く用 い ら
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れ て い る尺度で あ り，
ハ イ リス ク 群を洗 い 出す こ とが

可能で ，得点が高い ほ ど危険群で あ る こ とを示す 。 震

災後 3 ヶ 月目，13ヶ 月目の い ず れ の 時点に お い て も ，

IES総得点の 平均は 被災地内群 が 有意 に 高 く，しか も

被災地内で も早期派遣群，後期派遣群，待機群 と い う

順 で 得点が 高 くな る と い う結果 を得た 。

　一方看護職 に 対 して は，震災直後の 懸命な救護活動

と，過酷 な状況で の 救援活動 に っ い て の 苦悩 に つ い て

は，『そ の 時，看護 は』 と い っ た体験談
5）

と して ， 広

く我 々 の 目に も触れ感動を 与 え て い る 。 そ の 後，新道

ら （1996）fi）
は震災か ら約 7 ヶ 月後 に ，被災地 の 看護

職の 抱え た 「っ ら さ」 お よ び心 の ケ ア に 対す る認識 に

つ い て 調査 を して い る 。 多くの 看護職が
一

番辛か っ た

こ とと して あげて い る の は， 1避難所生活を含 む 生活

上 の 困難， 2喪失， 3仕事， 4家族， 5健康， 6家族

と仕事の ジ レ ン マ
， 了人間関係 とい う順 で，68％の 看

護職 が 心 の ケ ア の 必要性 を 認識 し，何らか の 対処 を 自

らお こ な っ て い た状況 が 判明 した 。 また，同 じ く新道

ら　（1996〜7）
Ds ｝

は ，　 GHQ 　（General　Health

Questionnaire日本語 版簡易 型 ） お よ びPTSD （Post

Traumatic　Stress　Disorder， 以下PTSD ）尺度20項

目を用 い て 看護職 の 心的反応 を 測定 した 。 震災 か ら 8

ヶ 月後と 1年 3 ヶ 月後 に お こ なわれ た調査 に よ れ ば，

PTSD 平均値は 41．3〜41．6と高く， 調査対象の 半数以

上 に 心の ケ ア に 関す る ニ ーズが あ っ た こ とが判明 した。

ま た 近田 ら （1999）
9 ）

は，看護職 として の 使命 の みが

重視さ れ が ち で ， わ が家の 倒壊や損傷お よ び家族内の

心理的危機 に 関す る 様 々 な苦 しみ を表に 出せ な か っ た

看護職に対 して，そ の 生活の 建 て 直 しとい う課題 に 取

り組 み ， 仕事 は通 常体制 に戻 っ た と して も，気持 ちの

安定が はかれない の で ，彼女らに 対す る早い 時期か ら

の きめ細かな配慮 の 必要性を述べ て い る 。

　と こ ろ で ， 災害時に は，多 くの 患者や ス タ ッ フ に 対

す る 責任 を もっ 病院看護部の トッ プ マ ネ
ージメ ン トが

決定的な重要性をもっ 。 そ して，そ の 重要性を 自覚す

る か ら こ そ，看護管理 者 ゆ え の 葛藤や 苦悩 もよ り厳 し

い もの とな る 。 しか し，そ う した実態 を 明 らか にす る

よ う な ， 看護管理者を対象 と す る 研究 は殆 どな い の が

実状で あ る
Lω

。 そ こ で ，本研究 は，阪神 ・淡路大震災

を経験 した看護管理者を対象と して ， 災害時 に おける

看護管 理 に 対す る認 識 の 変化 と そ の 内容 を 聞き取 り調

査を通 して 明 らか に す る こ とを ね らい と し， 以 下 の よ

うな結果を得た の で 報告す る 。

研究方法

1．調査対象 ：A 市内 に震災時か ら現在 に 至るまで ，

病床数 100床以 上 の 看護部門で 看護管理 を実践 して

い る看護管理者を対象と した 。 震災か ら 4年間を経

て お り，定年 あ る い は 体調不良 に よ る退 職 を し た看

護管理者や ， 勤務施設 の 交代等 の 理由に よ り，対象

者 が 7名 と限 られ た 。 な お対象者に は ， 事前に 趣旨

説明を行 い，本研究 に 対す る 同意 を得 た 。

2．調査方法 ：自分の 思 い や 現状 をで きるだけあ りの

ま ま に 表現 して ほ しい た め
， 半構成型 イ ン タ ビ ュ

ー

形式と した。

3．調査期間 ；平成10年 9月〜平成 10年 10月 （阪神 ・

淡路大震災か ら 3年 9 〜 10ヶ 月後）

4．調査内容 ：（1）阪神 ・淡路大震災時の 被害状況 と

そ の 意味づ け，（2）阪神 ・淡路大震災後に 看護体制

で 変化 した こ と，ま た は 強化 した こ と は 何 か，（3）

看護体制を変え て い く上で困難だ っ たこ とは何か，

　（4）今後の 災害 に対す る準備状況，こ れ らの 4点に

　っ い て イ ン タ ビ ュ
ーを お こ な っ た 。 イ ン タ ビ ュ

ー
の

中で は ， 時折涙 ぐむ場面 もあ り，一
人 に 対 して 約 1

時間を 要 した。

5，分析方法 ：看護管理者として の 認識 で 変化 した項

　目を拾 い 上げ，阪神 ・淡路大震災前 ・中 ・後と い う

　3 っ に分類 し，そ れ を カ テ ゴ リ
ー化した 。

結果お よび考察

1．対象者の 背景

　 看護管理 者 と して の 経験年数は ， 平均 す る と6．4

年 で，そ の うち 2名が 10年以上 で あ っ た 。 対象者 に

　は人的被害は な か っ た が ， 物的被害 を 被 っ た者 が 2

名で ，自宅が全壊ま た は半壊 した 。 病院は建物や ラ

イ フ ラ イ ン の 損壊 を受 けな が ら ， 被災直後か ら多 く

の 負傷者を受け入れて い た。 震災時 に，病院が 担 っ

た役割は，表 1 の 通 りで あ る 。

2．共通 した認識

　　中心的災害を経験 した A 市内の 看護管理 者に は，

災害時に お け る共通 した認識 が あ る こ とが わか っ た 。

　そ れ は，い ずれ の 看護管理者も， 震災の 前後で 看護

体制に 特段の 変化は な い と い う結果 で あ る 。 そ の 理

　由 と して は ，震災直後 か ら の 混乱期を乗 り越 え ら れ

　た こ とを 評価 し，特に ス タ ッ フ が実際に よ く活動 し，
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表 1 ，対象施設 の 背景

病院 の 規 模 震 災 当時 の 病院の 役割 看 護 部 の 構 成

A 病 院 大 規 模 激震 地 で 甚 大 な 被 害 を 受 け た 副看護 部 長 5 名

B 病 院 中 規 模 激 震 地 で 一部損 壊

C 病 院 大 規 模 後 方 支 援 病 院 と して 機 能 し た 副 看 護 部 長 4 名

D 病 院 中規 模 激震地 で
一

部 損壊 副 総婦 長 2 名

E 病 院 中 規 模 激 震 地 で
・一

部 損 壊

F 病 院 中 規 模 激 震地 で
一部損壊 副 看 護 部 長 1名

G 病院 中規 模 激 震 地 で
一

部 損 壊 次 長 1 名

病 院 の 規 模 で ，中 規 模 と は 100 床 以 上 500 床 未 満 を，大 規 模 と は 500 床以 Eを 示す．

専門職 と して の 判断 と自律 した 行動をと っ た こ とを

述 べ ，そ の 体験を自らの 誇りと自信に して い た 。

　　しか しな が ら実際に は ， 看護管理者 の 全て が，後

述す る よ うに ，多 くの 点 で ，認 識 の 変化を自覚 して

い る 。 に もか か わ らず，全体 として は看護体制 に 大

　きな変化 は な い と答え た の は，ど う して な の だ ろ う

か 。
こ の 疑問 は未 だ 解決 さ れ な い ま ま で あ る が，被

災者特有 の 反応が こ の 中に は隠され て い るの で は な

い だ ろ うか 。重大 な危機が 発 生 し た場 合，現 実 に お

きた 事へ の 否認 や，耐え られ な い よ うな精神的衝撃

か ら自己を防衛す る こ と が あ る
m

。 「特段の 変化 は

な い 」 と表出した の は ， 確 か に ，震災直後 か らの 看

護職の 行動を評価した結果で もあ る が，こ うした 反

応 とも考え られ る 。

3 ．看護管理 上 の 認 識 の 変化

　 看護管理上の 認識の変化に っ い て，内容を読 み と

　り ， 共通 して 回答 された重要 と思 わ れ る 10項目を抽

出 し，回答 の 分類を 試 み た 。 そ れらを，語 られ た こ

　との 多 い 順 に 並べ る と，表 2の よ う に な る 。

　1）　「被災者で もあ る職員に 対す る 配慮」

　　　中心的災害で あ る阪神 ・ 淡路大震災 で は，「被

　 災者で もあ る職員 に 対する配慮」 を行 う必要性を

　 感 じ，職員間 の 震災 に対す る意識の ず れ （温度差 ）

　　を解消す る た め に 様々 な対処を した。中心的災害

　　は ， 被災の 規模が地域 の 社会機能 を崩壊させ る ほ

　　ど の 強 さ と広 が りを もっ か 否 か とい う視点 で 周辺

　　的災害と は区別され る
12〕

。 こ の よ う な中心的災害

　　で は，行政 ・医療 ・交通 ・通信な どの 機能が麻痺

　　し，当初被災地の 正確 な状況把握 が 困難 と な り，

　　被災地内 の 住民 自身に よ る 救援活動を余儀 な くさ

　　れ る 。 看護職 も例外 で は な か っ た 。 実際 に は，直

　　接被害 を受 け た 人 と幸 い に して 難 を 逃 れ た 人，被

災直後すぐさ ま駆けっ けた人 と駆 けっ け られ なか っ

た 人，被災中心地の 人 と被災地 か ら離れ て い る 人

等 が 混在 し，そ れ ぞ れ の 震災に 対す る認識や対処

の 違 い か ら，職場全体 に 「冷 た い 戦争状態」が 生

じ た 。 多 くの 看護管理者 ら は，こ う し た職場環境

を改善す る た め に，話 し合 い や 書 くこ とを 通 して，

お互 い の 気持 ち を表出し ， そ れ ぞ れ の 状況を理解

し合え る よ う配慮 して い た 。 な ぜ な ら，語 られ共

感 さ れ る こ との な い 苦悩 の 体験 は反復 して 個人 を

苦しめ
13）
，他者を受 けとめ るこ とが で きな い か ら

で あ る 。 そ の た め
， 患者の ケ ァ に 生 か すた め に 開

催 さ れ た 心 の ケ ア に っ い て の 勉強会は，まず看護

職自身の ケ ア を しなければ，患者 に も目が向か な

い 状 態 で あ る こ と が わ か り，看護職 を 対象 と した

もの に変更 され た。そ の 他 に も，震災か ら 6 ヶ 月

目頃， 多くの 施設 で 病棟運営が困難 な現状に な り，

看護管理 者 の 会 合 で 専 門 家の 意見を 聞 く機会 を も

う け，そ こ で の 助言 に よ り，お互い の状況を客観

的に 認識で きた とい う回答もあ っ た。患者や ス タ ッ

フ を 直接管理する 中間管理者を対象とした デ ブ リ
ー

フ ィ ン グを実践 し，その 中で の 感情の 吐露に よ り，

初あ て お互 い の 状況 を理解で きた と い う証言 もあ っ

た。PTSD に っ い て は，年次的 に フ ォ ロ
ーして い

る施設が 2施設あ り，震災後 の 看護職 の 約 3〜4

割 が PTSD 要注 意 群 で あ っ た。こ れ らの 要注意群

は専門家か らの カ ウ ン セ リン グ を受け る よ う，管

理者 と して 支援 して い た 。
こ の よ うに 多 くの 看護

管理者 が，被災者で も あ る看護職 に 対 して，何 ら

か の 具体的 な方策 を実施せ ざ る を得な い ほ どの 強

い 必要性 の 認識 に 至 り，ス タ ッ フ
ー

人
一

人 の 顔 を

よ くみ る と い う細 や か な配 慮 か ら専門家 へ の 相談

ま で を含む，実際 に 多 くの 介入 を実践 した こ とが
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表 2 ，震災 後 の 危機管 理 に 対 す る 認識 の 変 化

抽出 項 目 内　 　　 　 　　 　　 　 　 容

1）被 災者で もあ る ・震災後の 体験 をお 互 い に話 し合 う機会を繰 り返 し も うけ た （A，C，D ，　G）

職 員 へ の 配 慮 ・心 の ケ ア の 勉強会 （患者，看護婦 〉 （へ C，D ）
・震災時の 体験 を書い た （B ，D ，）
・皿 SD の 調 査 とカ ウ ン セ リン グ （EG ＞
・職場の 統括が 上 手 く行か ない 事に 対す る専門家への 相 談 （A）
・
婦 長やス タ ッ フ を 対 象 と した デブ リ

ーフ ィ ン グ （A ）
・ス タ ッ フ ー

人
一

人 の 顔 を よ くみ て 廻 る （E）

2）自己 の あ り方 ・ナー
ス の 使命感の 素晴ら しさと 自律した行動に 対する評価 （C，D ，E，F）

・
人 生観 ・価値観 の 変化 （AC ，D ）
・
看護管理 者と して の これ まで の 自己 の 崩壊 （へ C）
・職務遂行 と被災者で ある看護職の 擁護 （A ）
・
お 互 い に支 え合 う大切 さ （G）

3）継 続教育 ・災害 に対す る意識づ けを行 う必要性や啓蒙 （A ，C，
E ，F ）

・
日頃か ら自律 した 看護婦の 養成 （A，B，C，D ）

・災害シ ュ ミ レ ーシ ョ ン や防災訓練 （A，G）
・防 災マ ニ ュ ア ル 作成 （E ，

F）
・災害看護教育の 必要性 （A）
・現場 を 中心 に した 教育 の 必 要性 （B）
・ス ポ ッ トナ ース を動 か す婦長 ク ラス の リーダーシ ッ プ （E）
・海外で の災害医 療 ・

看護に関す る研 修 （F）
4）勤務体制，管理 者 ・変則 2交代制 に し，継続 した （B，G）

の 配 置 と リーダー ・チーム ナーシ ン グ の 良さを実感 し継続 （E ，G ）

シ ッ プ ・管理 者 ク ラ ス の 支援体制の 確立 （B）
・婦長 ク ラ ス の リ

ー
ダ シ ッ プ の 育成 〔E ）

・当直制 を継続 （F）
・救護班の 編成 （A）

5） マ ン パ ワ
ー

の 確 保 ・系列 病 院 の ネ ッ トワ
ー

クや 近 隣 施 設 との 連 携 （D，E，EG ＞

とネ ッ トワ ーク ・応援協定 の 締結 （A）
・

日頃か らの ネ ッ トワ ー
クの 必要性 （A ）

・看護婦 寮 の バ ス 路 線
一

本化 （G）

6）情報の 発 信 と収 集 ・グル
ー

プ別 に連絡体 制 を確 立 等 の 連 絡網 の 確立 （A ，C，D）
・情報 に遅れ ない よ うに会合には 必 ず参加 す る （C）
・定期的 な会議 とホ ッ トライ ン の 確立 （E ）
・院 内緊 急呼 び 出 し体制 （F）

7）病院 と地 域との ・地域に根ざした 病院の 実践と して 巡回診療や訪問看護 （D，EF）

関連性 ・開か れ た病院 に なる こ との 必 要性や近隣関係 の 重要性の 認 識 （A ，D ，F）
・要請が な く て も地 域に で る こ と を考慮す る （A ）

8＞備蓄 ・経験 か ら備 蓄は衛生材料等 を 2〜3 日分必 要で あ る （B，G）
・トイ レ の 防 臭対 策 と して の 備 蓄 （B，G）

・広範囲外 注シ ス テ ム （E ）
・水 の 備蓄は難 しい の で ，井戸水 を設置 （G）

9） 病 院 の 建 物 構 造 と ・新 病院 に 向 け て全室 自家発 電 （D ）

ライフ ラ イ ン ・振 動対策 を 実践す る （D）
・耐震構造 を考える （G）
・避 難 経路 を考 えた 建 物 設 計 にす る （F）

10）災害時特有の ケ ア ・32遺体 の 収容 （心肺蘇生 を継続した ）と遺体の ケア （E ，G）
・トリア

ー
ジ とその た め の ベ ス トの 購入 （E，F）

＊A〜G は，表 1 の 調査 対象 施 設 を示 す ，

確認 で きた 。 しか もこ の 認識 は，震災前 に は な く，

ス タ ッ フ を 管理 をす る上 で，震災後特 に 大 きな 問

題 と して 直面 した課題と な っ た 。 他者に対 して 義

務責任をもっ 立場 に あ る 親 や 救急隊員 な ど は，危

機状況 に おける役割不全感が深刻な心傷を もた ら

す と飛鳥井が述べ て い る
U ）

が ， 本研究の 結果か ら

　も，そ う した 職員 の 心 の 傷 を 癒す こ との 重要性 が

示唆され た。

2）　「自己 の あ りか た」

　 「自己の あ り方」 と は，災害時 に 直面 した，人

間 と して ，職業人 と して ，個人 （母親 ・子供 ・妻）

と して 考え さ せ られ た人生観 ・看護観 ・価値観な

ど を 含 ん で い る 。 「自己 の あ り方」 と い う言葉そ

の もの は，その 他 の 抽出項目か らすれば，異次元

の もの に 思われ る か も知れ な い 。しか し，今回の

聞き取り調査 か ら浮き彫り に な っ た事実の
一

っ で

あ り，震災前に は，や は り認識 し得な か っ た こ と

で もあ る 。 多 くの 看護管理者は ，日常 で は み る こ
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　と の な か っ た 様 々 な ス タ ッ フ の 生活上 の 困難 や 生

　き様 を 直視す る結果 と な っ た 。 目 宅 が 全 壊 に な り

　な が ら真 っ 先 に 職場 に 駆 けつ け救援活動を した 者，

　自宅が燃 え て い るの を見なが ら勤務を継続した者，

　避難所暮 ら しを した 者，余震 の 恐怖 の た め 出勤で

　き な か っ た者 ， 恐怖に震え る子 ど もを お い て 葛藤

　しな が ら出勤し た者，嫁とい う立場 か ら職場 を 離

　れ た者等 々 で あ る 。 殆 ど の 病院 で 看護職 の 出勤率

　が一
番高く，看護職 の 使命感 の 強 さ を評価 して い

　た が，上記の よ う な状況下で，看護管理者と して

　特 に 切実 な 問題 と して 語 られ た の は，「災害時 に

　ど れ だ け の 犠牲を ス タ ッ フ に 求あ る こ と が で き る

　の か 」 とい う意思決定 に つ い て で あ る 。 非常時に

　は，子ど もや要介護者 が い る家庭 で は，休暇を と

　る こ とが で きな い た め に ，家庭 か 仕事 か と い う選

択を迫 られ る結果とな る 。 しか しながら中心的災

　害時に お い て は，災害発生 と同時に，自分自身 も

　被災者で あ りな が ら，救援者と い う役割を期待 さ

　れ る とい う点 で，そ れぞれが置かれた状況下 で，

究極 の 選 択 を常 に 迫 られ，自 己 と対 峙 す る こ と に

　な る 。 っ ま り，被災地内の 直接被害を受けた看護

　職は一
次的被災者 で あり，しか も二 次的被災者 に

　な る 可能性も高 い の で あ る。被災地内の 看護職 そ

　れ ぞ れ が 人間に と っ て の当然の 行為だ っ た に もか

か わ らず，異 様 な心 理状態 に 置 か れ た 中で は，自

　己 に 対 して も他者 に 対 して も冷静 な判断 が 困難 と

　なり，過酷な現実があ っ た こ とは事実で あ っ た 。

　　こ う した非日常的な状況 で は ， 看護管理 者と し

て の 緊急時に おける リ
ー

ダ シ ッ プ の 取 り方 に，そ

れ まで の 自己像を根底か ら崩 さ れ る よ うな 認識を

　も っ た人 もい た 。 災害時に は，特 に 高度な判断を

求 め られ るの が 常 で あ る が，極端 に 課題達成型 に

傾斜 し た リーダーシ ッ プ の 発揮 は，ス タ ッ フ と の

間 に 亀裂を生 じる結果とな っ た。

　　被災地内の 看護職は ， 震災に よ り生活の 基盤を

崩さ れ，な お か っ 多 くの 人の 生死 の 場面 に 直面 し，

人間と して の 生き方 目体を見 っ め直さ ざる を得な

か っ た の で あ る 。 ま た 震災時，質素堅実 な生活 を

体験 し た 結果，被災者 の 多 くが 体験 した こ とで も

あ る が ， 人間と して 大切な もの は一体何か とい う

　こ と を 考 え さ せ られ，価値観 や 人生観 の 変化 を 経

験 して い る。

3）　「継続教育」

　 こ こ で の 「継続教育」 と は，特に災害を想定し

て ，看護管理 者 が 必 要 と考 え て い る 災害へ の 意 識

づ け や マ ＝ ユ ア ル づ く り，院内 ま た は院外に お け

る災害看護の 継続教育の 認識を示す 。 震災を経験

した こ と に よ り，多 くの 看護管理 者 は，日 頃か ら

の 自律 した看護職育成 の 必要性 や 災害看護教育の

重要性 を 認識 し，そ れぞ れ の 施設で 必要な教育 ・

訓練を実践 して い た 。 実際，0 −157や鉄道大事故

等の よ う な ， 多数の 患者を受け 入れ る こ と を想定

した シ ュ ミ レ
ーシ ョ ン を実施 し，仮病棟 と して 使

え る部屋 は ど こ か等を検討 して い る 。 兵庫県看護

協会の 調査
1°｝

に よ る と，被災前に お ける地震 マ ニ
ュ

ア ル の 有無は，178施設中わず か に 11施設 （6．2％）

の みで，震災後 マ ニ ュ ア ル を作成 した お よ び作成

中が ，55施設 （30．9％ ） と上昇 して い る。関西圏

で は大きな災害は起こ らな い とい わ れ て い た中で ，

大規模 な地震 に よ る 被害 を 受けた た め，本調査 の

看護管理者 は，災害 に 対す る意識 づ け と災害 に 備

えた マ ニ ュ ア ル づ くり の 必要性を認識し，火事だ

け で は な い 地 震 マ ニ ュア ル づ く り に 取 り組 ん で い

た。実際に は マ ニ ュ ア ル の 有効性 に 疑問を抱 く看

護管理者 もい た が，骨格 とな る基本 ライ ン を作成

し，臨 機応変 に 対応で き る柔軟性 を養 う必 要性 と，

マ ニ
ュ ア ル づ くりの プ ロ セ ス そ れ自体の 重要性を

認識 して い た。ま た 災害看護 に 関 す る 教育 は，こ

れ まで 基礎教育 の 中で は触れられ る こ とが な く，

看護管理者自身も受けて い な い た め ， 基礎教育か

ら継続教育 へ と
一

貫 し た もの と して 確立す る こ と

の 重要性を認識 して い た。ま た災害時に は ，
ス ポ ッ

トで 応援に来た看護職を効率 よ く動か す た め の 中

間管理 者を対象と した リ
ーダーシ

ッ プ能力を強化

する必要性を認識 して い た。また施設 に よ っ て は，

集合教育よ り も現場を中心 に した継続教育の 必要

性を痛感 した看護管理 者もい た 。 な ぜ な ら，外部

か らの 支援者は地域や病院 の 組織 に っ い て わ か ら

な い た め，上司が い な くて も病棟運営 で き る く ら

い に現場 で の OJT （On　the　Job　Training） の

必要性 を 認識 した た め で あ る 。 ま た災害医療 ・看

護 に関 す る海外研 修 を 実 施 した 施 設 もあ っ た 。 施

設の 規模や，直面 した事柄に よ り認識はさまざま

で は ある が ，震災を経験 した看護管理者の 災害看

護 に 関す る継続教育 の 認識を震災前よ りも強化 し

て い た 。
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4）　「勤務体制，管理者 の 配置 と リーダー
シ ッ プ」

　 災害時に お け る 「勤務体制，管理 者 の 配 置 と リー

　ダー
シ ッ プ」 は，非常時 に おける

一
時的 な勤務体

制 の 変化や婦長 の リーダーシ ッ プ の 重要性など に

対す る認識を示して い る 。 こ れ も，従来 ま で の 看

　護体制 や直面した 状況 に よ り，具体的 な対策は異

　な っ て い た 。 震災後の 交通 機能の 麻痺 や 治安 の 悪

化 に よ り，夜間の 勤務交代が困難 に な り，変則二

交代制を採用した施設が 2施設あり，現在も継続

　して い る 。 また災害時に チ
ーム ナ

ー
シ ン グ体制が

十分機能した施設で は，ボ ラ ン テ ィ ア 看護婦等 の

支援を得 っ つ ，そ の ま ま継続 して い た。災害時 に

　お け る 看護活動 を病院全体が大 い に 再認識 した こ

　と に よ り，看護部組織の 拡大 に っ な が っ た病院も

　み られ た 。 被災病院の 多くは，総 じて 3 ヶ 月 を 目

　途 と し，通常 の 体制に 戻れ る よ うに ， 管理者 と し

　て働きかけを して い た。 また管理者ク ラ ス の 支援

　体制 の 確立 に 向 けて 検討 して い る 施設 もあ り，大

　規模災害を体験した こ とに よ る新 た な認識 と して ，

　見逃せ な い もの が あ る。

5）　「マ ン パ ワ
ー

の 確保と ネ ッ トワ
ー

ク」

　　 「マ ン パ ワ
ー

の 確保 と ネ ッ トワ
ーク」 と は，災

　害発 生時に お け る看護要員 の 確保と，そ の た め の

　ネ ッ トワ
ークづ くりや 種 々 の バ

ッ ク ア ッ プ体制等

　を示 して い る 。 阪神 ・ 淡路大震災時，多 くの 施設

　で ，比較的早期 か ら関連病院等の 応援を得て ，震

　災直後か らの苦境 に対処 した。 看護婦また は医師

　同志 ，あ る い は看護職能団体を通 じた っ な が り に

　よ り，多くの 負傷者を救護す る ため の マ ンパ ワ
ー

　の 確保 と重症患者 の 転送 とが可能に な っ た。そ の

　た め，関係づ く りや 維持 の た め，会合 へ の 出席 は

　欠か せ な い もの で あると痛感して い た 。 緊急時に

　お け る ネ ッ ト ワ
ーク の 必要性 を 約96％ の 看護管理

　者が回答 して お り，高い 認識を示 して い る
1°）

。 本

　調査 で も， 関連施設 の な い 病院 に お い て は ， 震災

　後，応 援協定 を 新 た に 確立 した こ とか ら も示唆 さ

　 れ る 。

　　 また マ ン パ ワ
ー確 保 の た め に，看護婦寮 を バ ス

　路線 1本 で 参集 で き る場所に建設 した施設 もあ る

　が ， 看護職の み ならず，医療従事者を確保す る た

　め の 方策 を検討す る必要性 を 認識して い た。

6）　「情報の発信と収集」

　　 「情報 の 発信と収集」 で は，震災当日 の 情報が

一 一一一一
「
　『f

入 っ て こ な い ，あ る い は 発信で きな い 状況 を 体験

して い る こ とか ら，看護部門の 連絡体制を見直 し，

地域毎に 区切 っ た連絡体制 を と り， よ り機能的 に

対応 で き る よ う な連絡網を 確立 して い た 。 具体的

に は，常 に 最新の 情報を得る ため，様 々 な 会合 へ

の 参加を心が けた り，系列病院と の 定期的 な 会議

を開催 し，日 頃か らお 互 い の 情報を熟知す る体制

を作り，新た に ホ ッ トライ ン を開設 して い る 。 正

確 な 情報 を得 る こ と自体が困難 で あ っ た震災時 に

は，どの よ うに 情報を収集す る か とい う点 に 焦点

が あて られて い た が，逆 に ど の よ う に情報を発信

　して い くか とい う こ と も大 きな 課題で あ る こ とを

認識して い た 。 ラ イ フ ラ イ ン 崩壊時 に お ける確実

な情報把握 は，極め て 困難で あ り ， 病院全体 の 問

題 と して い た 。

7）　「病院と地域 との 関連性」

　　「病院 と地域との 関連性 」 と は，病院と地域と

　の 日 頃か らの 関係 と，災害時特に病院を地域 に ど

　う活用 され，病院が 地域 へ 出て い くの か と い う判

断を下す こ とを示 して い る 。 激震地 に 位置 し物的

被害を受け た病院 の 中に は，支援を得な が ら多数

の 被災者 の ケ ア を変則勤務で 対応 い る 状況 に もか

　か わ らず，近隣避難所 の 巡回診療の た あ 医療 チー

　ム を出動 させ て い た 。 多くの ボ ラ ン テ ィ ア も地域

　に 入 っ て きた が，「地域住民 の こ と を知 っ て い る

　の は，私た ちだか ら」と地域 に 出向 くこ との 必然

性 を看護管理 者 が 認識した か らで あ る。そ こ で は

　日頃 か ら地域 に 根 ざ した病院で あ る こ と を意識 し

　た病院運営がなされ て い た と考 え られ る。 震災時，

水運 び等の 行動が 近隣 の ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て 支

　え られ た こ とで ， 近隣関係を大切 に す る こ とや 地

　域社会 と と も に あ る病院の 存在を再認識 して い た。

8） 「備蓄」

　　 「備蓄」とは，災害時 に 備 え て準備すべ き食糧

　や 水，日用品 。 毛布，医薬品や衛生材料な どの 蓄

　え を 示す 。 こ れ に っ い て は，そ れ ぞ れ の 施設 で 苦

　労を した 経験 が あ り，最 低 2〜 3 日分 の 備蓄 の 必

　要性 を認識 して い る もの の ，経営的に は困難で あ

　る た め，理想とす る よ うな 備蓄 はで き て い な い 状

　況 が あ っ た。こ れ も兵庫県看護協会の 報告と
一

致

　して い る
1°）

。 震災時，特 に 苦労 し た こ と と して 具

　体的 に 上 げ られ た事 は， トイ レ の 防臭対策で ある。

　そ の た め に，新聞紙 と ビ ニ
ー

ル 袋 を 1 ヶ 月分備蓄

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

阪神 ・淡路大震災後 4 年目を迎 え た看護管理 者の 抱え て い る課題　　37

　す る よ う に な っ た施設や消臭薬の 備蓄を 開始 した

　施設 があ っ た 。 ま た 医療 に は水が 不可欠 で あ り，

　水確保 に 多 くの 時間 と労力 を費 や した 今回 の 経験

　 か ら，地下 タ ン ク を設置す る必要性を感 じて い る

　施設 もあ っ た 。 しか し，や は り経済的に困難 で，

　代わ りに 井戸 を 設置して い た 。
こ う し た備蓄等に

　関 して は ，看護部 だ けの 力 で 解決す る もの で は な

　 く，維持管理 の 問題を含 め て 経済的な基盤がない

　 と充実 で き な い と い う限界 が あ る 。 そ の た め，市

　 や 県単位 で 災害対策用 に完備す るこ とが必要 で あ

　る と提言し た看護管理者もあ り， 今後の 課題で あ

　 る と い え る。

9） 「病院の 建物構造 と ラ イ フ ラ イ ン 」

　　 「病院の 建物構造と ラ イ フ ラ イ ン 」 と は，病院

　 自体 の 耐震構造 や，建物構造 と密着 して い る ラ イ

　 フ ラ イ ン （電気 ・ガ ス ・水道等）の 確保や そ れ ら

　 に 対す る バ
ッ ク ア ッ プ 体制を意味す る 。 高度 な 機

　械 に よ っ て 最新医療を成 り立 た せ て い る現代医療

　に と っ て ， 停電は致命的な た め， 全病室 に自家発

　 電 装 置 を っ け る こ と に よ っ て ，ラ イ フ ラ イ ン の 崩

　壊 に 対処 し，安心 して 患者 の ケ ア に 取 り組 め るよ

　う な 工 夫をお こ な っ た施設があ っ た 。 「ゆ れ」対

　 策 と して は ，備 え 付 け の 棚 に した り，キ ャ ス ター

　付 きの 収納 ケー
ス を導入 して い た 。 こ れ に つ い て

　は ， 震災 で 生 じた ひ び割れ等 に よ り，改築をお こ

　な っ た り，リ ニ ュ
ーア ル を予定 して い る 施設 で は

　特 に 認識が高 く，震災の 経験を生か した構造を取

　 り入れ て い た と 言え る。

10）　「災害時特有の ケ ア 」

　　 「災害時特有 の ケ ア 」 とは，大規模災害時，と

　 りわ け必要 とす る 多数負傷者 の ト リア ージ と そ の

　後の ケ ア ，ま た遺体 の 処置な ど を含ん で い る 。 阪

　神 ・ 淡路大震災時，独自に ト リア
ージ 記録用紙を

　作成 し， ト リア
ージ を実践 した 施設 は，当時 の 混

　乱を軽減す る た め に ， 役割を周知す る た め の べ ス

　 ト等 の 購入 に 至 っ て い る 。 ま た 多数 の 重症者が 搬

　送 され た施設 で は，死亡確認後 の 遺体を毛布 で 覆

　い ，決 して 地面 に お か ず，必ず誰か が 側 に い る こ

　とに よ っ て ，遺族の もとへ と確実に遺体を渡す こ

　とが で き た と い う体験が あ っ た 。 主 に こ れ らの 認

　識 は，多数 の 死傷者 を収容 した 激震地区 に あ る病

　院の 看護管理 者の 直面 した 認識で あ った 。

　以上10項目を み て き た が，と りわ け 「被災者で も

あ る職員 に 対す る配慮」 お よ び 「自己の あ りか た 」

は，阪神 ・淡路大震災が未曾有の 中心的災害で あ っ

た こ と を 語 る非常 に 特徴的 な もの で あ った 。 看護管

理 の 一っ の 重要 な側面で あ る 「ス タ ッ フ 管理」 の 中

で，極限状態 で の 最終的な判断 は，自己が試され る

とい う ， そ う した 事実 を新た に 認識させ る もの で あ っ

た 。こ れ は，新道 らの 調査
1°）

で 示 した 看護職 の 「辛

さ」を受 けとめ た看護管理者 の 苦悩 の 実態を示す も

の と もい え る 。 本調 査 の 結果 は，次 の 大規模災害 に

対する看護管理者と して の さまざまな準備 の 必要性

や今後の 課題を示唆 して い る とい え る 。

　 しか しな が ら上記 10項 目は，病院 の 役割 や 被災 の

規模，各看護管理者の 個人的な体験や救援 へ の 認識

等に よ り回答は異 な り，デ
ータ収集す る上で 対象者

が 限 ら れ た こ と は，本研究 の 限界で あ る。

まとめ

　阪神 ・淡路大震災を経験し た看護管理者を対象と し

て ，震 災前後 に お け る看 護 管理 に 対 す る 認 識 の 変 化 を

分析 し，以下 の 結果を得た。

1．阪神 ・淡路大震災か ら 4年目を迎 え る現在まで に ，

　 看 護 管 理 者 が 直 面 した課 題 を 10項 目抽出 した。 こ れ

　 らは，被災地の 看護職の 経験 した苦悩の 実態と，そ

　れ を 改善す る た め に 長期間 に わ た っ て ，看護管理者

　が 努力 した 姿で もあ る 。

2．特に，「被災者 で もある職員に対する配慮」お よ

　 び 「自己の あ り方」 は，震災 を 経験 した看護管理者

　が，新 た に 認識 した課題 と して 特徴的な もの で あ る。
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